
3月の行事予定
予定は変更になる場合があります

日 曜日 行事 グループ・サークル

1 土

2 日

3 月 「ヨガ教室Vol.6」11:00～
野ばらコーラス
移動図書館

4 火

5 水
ユーカリ倶楽部
健康マージャン３プラス

6 木

7 金 川柳同友会みらい不動滝句会

8 土

9 日 勝部川美化運動8:00～

10 月

11 火
川柳同友会みらい不動滝句会

食事サービス

12 水 「運動教室」11:00～
ユーカリ俱楽部
卓球を楽しむ輪

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月 移動図書館

18 火 医療生協勝部川支部

19 水
ユーカリ俱楽部
田原谷いきいきサロン
グラウンドゴルフ

20 木 春分の日

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火 館報4月号発行 食事サービス

26 水
ユーカリ俱楽部
卓球を楽しむ輪

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月
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勝部地区公民館ホームページのQRコードです。

写真がカラーで見られます。

スマートフォンなどで読み取ってご覧ください。 公民館事業募集

・令和７年 勝部地区自主防災会連絡協議会

会長：長谷川 章（澄水区長） 副会長：倉本 真明（楠根区長）

・令和７年 勝部地区防犯協議会

会長：勝川 昇（紙屋区長）

「ヨガ教室Vol.6」
～年齢や性別問わず人気のヨガで、体質改善を～

役員が決まりました。

１年間よろしくお願いします。

「 運動教室 」
～春に向けて体を動かそう！～

体のお手入れ

講 師：宮本 健一さん

（体のメンテナンス専門家）

講 師：ヨガインストラクター

KANAさん

日 時：令和7年3月１２日（水）

11時00分～12時00分
場 所：勝部地区公民館 大会議室

対 象：成人

定 員：10名（先着）

費 用：3００円

申込締切り：３月１０日（月）

持ち物：フェイスタオル・水分補給用飲料

※動きやすい服装でお越しください。

勝部川・日置川

美化運動

本格的な春シーズンを前に、

”町内を美しくする”ため、

河川のゴミ拾いを町内一斉に行います。

皆様のご協力をお願いいたします。

日にち：３月９日（日）

時 間：午前８時～９時（雨天中止）

集合場所：各集落公民館

ゴミ集積場所：勝部地区公民館
主 催：青谷町自治連合会

事務局：青谷町総合支所 地域振興課

日 時：令和7年3月3日（月）

11時00分～12時00分
場 所：勝部地区公民館 大会議室

対 象：成人

定 員：10名程度

費 用：3００円

申込締切り：2月２1日（金）

持ち物：フェイスタオル・水分補給用飲料

※動きやすい服装でお越しください。



#UNKNOWN!

勝部地域まちづくり協議会より

公民館事業報告

事務局：青谷町総合支所 地域振興課

「手作り味噌講座」
1月24日（金）、かちべ伝承館にて今年も手作り味噌講座を開

催し、12名の方にご参加いただきました。

蒸した大豆をうちわで冷ます所から始まり、麹と塩、たね水を

混ぜたら、専用の機械で、材料が詰まらないようにミンチ状にし

ます。それを丸めて空気を抜きながら保存袋に入れていきます。

当日の工程はここまででしたが、まだ温かい味噌を１人４ｋｇ持

ち帰って、涼しい冷暗所で寝かせて半年後に完成です。

半年後の出来上がりが楽しみですね。

「節分の豆まき」
毎年恒例の節分の豆まきを弥勒寺で開催しました。今年の節分は２

月２日、日曜日だったこともあり、32名とたくさんの方にご参加いた

だきました。

まず始めに、和尚さんから、鬼や豆まきの由来についてお話を聞き、

みんなでお経を唱えて、節分という日本独自の文化について学びま

した。

そのあと、巳年生まれの年男・年女が先に豆まきをすると、メモワー

ルイナバ・五島さんよりご協力いただいた、赤鬼・青鬼が登場！！み

んなが楽しみにしていた豆まきが始まりました。真面目に話を聞いて

いた子ども達の表情も、待ってましたとばかりに満面の笑みに。

豆まきのあとは、今年の恵方（西南西やや西）を向いてみんなで恵

方巻を食べ、終了しました。

ご参加いただいた皆さま、ご協力いただいた皆さま、ありがとうご

ざいました。


